        第十一课　 日本語の学習
一、単語
1、　下らない
　无用，无益，无价值，无意义，无聊；（とるにたりない）不足取，微不足道
△ くだらないことを言う／说费话
△ くだらないやつ／废物
△ くだらない心配／不必要的担心
△ くだらない話／无聊的话；（うわさ話など）闲言碎语
△ なんだくだらない／真无聊，真没意思

2、おだてる
给戴高帽，捧，拍，煽惑，煽动，蛊惑，怂恿，挑唆
△ あれは煽てるとなんでもする男だ／他是个一受煽动就什么都干得出来的人。
△ あれはだれかにおだてられてしたのだろう／他是受了谁的挑唆才干的吧。
3、　ほんき
①（本心）真的，真实
△ 本気で言っているのか／此话当真？
△ 嘘を本気にする／把谎言当作真实
②（真剣）认真
△ 本気で考える／认真考虑
△ 本気になって働く／认真工作
4、　ややこしい
（こみいって）复杂，麻烦；（やりにくい）难办
△ ややこしい話／很繁琐的话（事情）
△ 話がややこしくなってきた／事情复杂起来了；事情麻烦起来了。
△ そうなると問題がややこしくなるだろう／那样一来，问题就会复杂起来吧。

5、　殊に　
特别，格外，分外，尤其
△ 殊にすぐれている／特别优秀
△ この冬は殊に寒かった／今年冬天分外寒冷。
△ わたしは殊に数学が好きだ／我特别喜好数学。
6、　めちゃめちゃ
①（すじ道のたたない）不合理，没有道理
△ めちゃめちゃな言い分／不合理的说法
△ めちゃめちゃな議論／毫无道理的议论
②（度はずれ）失度，胡闹，荒谬
△ めちゃめちゃな値段／荒谬的价钱
△ 相手をめちゃめちゃになぐる／把对方狠狠地揍了一顿
③（乱雑なさま）杂乱无章，乱七八糟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△ めちゃめちゃにたくさん並べたね／你乱七八糟地摆了好多啊。
△ 風で書類（しょるい）がめちゃめちゃだ／文件被风吹得乱七八糟。
7、　つめこむ
①（詰めて入れる）［できるだけ］（尽量）装入，塞入，填入；［いっぱいに］装满，塞满，　　　　　　　　△ 服をトランクにつめこむ／把衣服塞进提箱里
△ ぎゅうぎゅうにつめこむ／紧紧地塞满
②（むりに教えこむ）灌输，硬灌
△ つまらないことを頭につめこむ／把一些没有意义的事情塞进脑袋里
△ 知識をつめこむ／硬灌输知识
③（腹に）填满肚子，多吃
△ ごちそうを腹いっぱいつめこむ／用美味佳肴把肚子塞得满满的

8、　根気
①（がまん）耐性，耐心；（やる気）毅力，精力
△ 根気強く／百折不挠地
△ 根気が続く／坚持不懈
△ 根気の良い人／有耐力的人，能坚持的人
△ 根気よく働く／坚持地工作
△ 根気がない／没有耐力（毅力）
△ 少しもたゆまない根気／毫不松懈的毅力
△ 根気強く説得する／耐心劝导
△ 根気よく続けることに意義がある／贵在坚持
9、　立ち止まる
（一か所に止まる）站住；（歩を止める）停步，止步
△ 店先に立ち止まる／在店铺前面停步
△ 立ち止まらずに中ほどへどうぞ／请不要站住，往里边走。

10、　すたすた
（目不斜视地）急忙，飞快，匆忙
△ すたすたと歩く／大步流星地走
△ すたすたと立ち去る／急忙地离去
二、文法
1、 “直す”构成的复合动词
“直す”接在动词连用形下面构成复合动词，相当于汉语的“重新做……”
△ 答案をもう一度見直してください／请重新看一遍答案。
△ 出版の際に、論文の一部を書き直した／出版的时候，重写了论文的一部分。
△ 俳優がセリフを間違えたため、同じ場面を3度も取り直さなければ成らなかった／ 由于演员弄错了台词，相同的场面不得不重拍了三次。
△ 病人はだいぶ持ち直した／病人好了很多。

2 “ほど”
接在用言连体形后面，表示随着一方的变化，另一方也发生变化，与“…ば…ほど”意义相同。
△ 上等のワインは、古くなるほどうまくなる／高级的葡萄酒，时间越久越好喝。
△ 駅に近いほど家賃は高くなる／离车站越近房租越高。
△ まじめな人ほどストレスがたまる／越认真的人越容易疲劳。
△ 健康に自信がある人ほど、病気になかなか気づかないことが多い／越是对健康有信心的人，越是总也不注意疾病。

3 ～にもかかわらず
　接在简体句后面，体言谓语句和形容动词谓语句要接在「である」或体言、形容动词词干后面。也可以用「活用词连体形＋のにもかかわらず」的形式。相当于汉语的“尽管…但是…”“虽然…但是…”
△ 悪条件にもかかわらず、無事登頂（とうちょう）に成功した／尽管条件恶劣，但是仍然安全登上了顶峰。
△ 母が止めたにもかかわらず、子供は出かけていった／虽然母亲极力劝阻，儿子还是出去了。
△ あれだけ努力したにもかかわらず、すべて失敗に終わってしまった／尽管如此努力，还是失败了。
△ 規則で禁止されているにもかかわらず、彼はバイクで通学した／尽管有规定禁止，但他还是骑摩托车上学。
　　“にかかわらず”可以表示不受某种情况的制约。一般接在表示正反对立含义的词汇或同一用言的肯定与否定式，以及反义词和「体言＋のいかん」后面
△ 試合は晴雨にかかわらず決行する／不管下不下雨，比赛照常进行。
△ 性別にかかわらず優れた人材を確保したい／不管性别，我们只要优秀的人才。
△ このクラブは年齢や社会的地位にかかわらず、どなたでも参加できます／这个俱乐部不管年龄或社会地位如何，谁都可以参加。
△ 理由のいかんにかかわらず、いったん払い込まれた受講料は返金できないことになっている／不管什么理由，一旦交了听课费就不能退了。
4 ～ときたら
接在体言后面，表示提出某种事、人、物体为话题，相当于汉语的“提起…”“说起…”“特别是…”常用于消极的场合。
△ 毎日残業の後に飲み屋のはしごときたら、体をもつはずがない／特别是每天加班后一家接一家地喝酒,不可能有好身体的。
　△ あそこの家の中ときたら、散らかし放題で足の踏み場もない／说起他们家，乱得简直没地方下脚。
△ ステーキときたらやっぱり赤ワインでなくちゃ／说起牛排，还是得有红酒。
5 “ぽい”
接在部分名词、动词的连用形后面。表示富于某种成分或倾向，常用于否定的评价。
△ あの人は忘れっぽくて困る／那个人很健忘真是麻烦。
△ 30にもなって、そんなことで怒るなんて子供っぽいね／都三十多岁了还因为那么点小事生气，真是孩子气。
△ この牛乳（ぎゅうにゅう）水っぽくてまずい／这牛奶象白开水，真难喝。
△ 死ぬだとか葬式（そうしき）だとか、湿っぽい話はもうやめよう／什么死啊葬礼什么的，不要说郁闷的话了。
6 ～にかけては
接在名词后面，表示在某一方面具有的技术或能力。
△ あの方は事務処理にかけてはすばらしい能力を持っています／那个人在事务处理面有非凡的才能。
　△ 話術（わじゅつ）にかけては彼の右に出るものはいない／在谈话艺术方面没有人比他更强。
　△ 足の速さにかけては自信があったのですが、若い人にはもうかないません／我在走路速度方面非常有自信，但是已经赶不上年轻人了。
△ 忍耐力（にんたいりょく）にかけては人より優れているという自信がある／我相 信自己在忍耐力方面超过常人。
7 どうせ…から（なら）
“どうせ”表示横竖如此，反正如此。可以与“～から”“～なら”呼应使用。“どうせ～から”表示讲话人对已知的结论、结果的意志或判断，是一种既定的事实；“どうせ～なら”表示一种假设，在那种假设下应采取的态度或行动，多用于表示讲话人的意志、希望、义务或对听话人的命令、劝诱。
△ どうせ合格するはずがないのだから、気楽にいこう／反正不可能合格了，就轻松地去吧。
△ どうせやらなければならないのだから、早めにやってしまいましょう／终归是要做的，就早点做吧。
△ どうせやるならもっと大きいことをやれ／如果要做就做点大事。
△ どうせ参加しないのなら、早めに知らせておいたほうがいい／若是不参加，应该提早通知人家。
8 ～べからず
是文言的表达方式，表示禁止。接在动词终止形后面。
△ 落書きするべからず／禁止乱涂乱写。
△ 芝生に入るべからず／草坪禁止入内。
△ 犬に小便させるべからず／禁止狗小便。
△ 昔はよく立札に「ここにごみを捨てるべからず」などと書いてあった／以前经常在牌子上写着“禁止在此处扔垃圾”。
三、前文

　
今、日本語の学習熱が多くの国でブームとなっている。特に若者の日本語学習者数の伸びが目ざましく、日本へ来る留学生もずいぶん増えている。
国際交流における日本語の重要さもこれから見直されるであろう。
　スミスさんがアメリカから日本へ来てもう一年半になる。時のたつのは実に早いものだ。スミスさんがまだ日本語の勉強をはじめたばかりのころ、先生が「二年もたてば、かなり上手になる」と言われたが、確かに先生の言われたと
　おりだ

　　よく日本語は難しいと言われる。スミスさんも学ぶほど難しくなるような気がする。スミスさんは日本語の勉強でずいぶん苦労したにもかかわらず、語彙や文法の点でまだまだ分からないところがある。彼はいま、留学の時間を十分に利用してむだのない毎日を送っている。そして、来年の夏までに日本語が完全に身につくよう努力したいと思っている。
四、会話

鈴木　　スミスさんのように日本語が達者になるまでにはずいぶんご苦心があるでしょうね。

スミス　いや、私などは達者どころではありません。時々下らない間違いをして、お恥ずかしいくらいです。　でもこのごろはいくらか分かってきたような気がします。
鈴木　　いくらかどころじゃない。ほんとによくお分かりなんだから、そうご謙遜なさらなくてもいいですよ。私はいつも感心しているんですが、発音や調子が日本人そっくりなので、どうしてそんなにお上手になったかと思っているんですよ。

スミス　そうおだてると本気にしますよ。あなたは口がお上手だから。

鈴木　　いや、おべっかじゃないんですよ。たいていの西洋人の日本語には、どことなく西洋人くさいところがあるものですが、あなたのには全くそれがなく、いかにも自然なので、実はいつかお伺いしたいと思っていたんですよ。

スミス　日本語の発音はさほどのことはありませんが、閉口するのは長音と短音の区別ですね。これはよほど気をつけないと間違いますね。

鈴木　　日本語では何が一番難しいですか。

スミス　日本語の名詞、代名詞、形容詞、副詞などの使い方は比較的簡単ですが、動詞や助動詞の変化はややこしくて閉口ですね、ことにテニヲハときたらお話になりませんね。
　　　
鈴木　　そう言えば、英語の前置詞だってそうでしょう。

スミス　それはそうですけれども、日本語ほどじゃないと思いますね。その証拠には日本の学生はなかなか上手じゃないですか。

鈴木　　あなたもなかなかお世辞がうまいですね。われわれの前置詞の使い方ときたらめちゃめちゃなんですよ。

スミス　前置詞はそれといっしょに用いる動詞や形容詞にくっつけて覚えるほうがいいですね。

鈴木　　それはそうでしょうが、それを覚えるのができないんですよ。ぼくのように忘れっぽい者には、単語や熟語を暗記するだけでさえやっとなのに、文法の規則や例外をいろいろつめ込まなくちゃならないんですから、本当にいやになっちゃいますね。 　　　
　　　　
スミス　私も忘れることと、怠けることにかけては、引けを取らない方ですから、ほかの人のことは言えないんですが、結局は根気の問題ですね。いくら頭のいい人でも根気がよくなければ語学はだめですね。平凡ですが、こつこつやるより仕方がありませんね。
　　　　　　
鈴木　　それはそうですね。私もあなたが日本語を話すくらい英語が流暢に話せるといいですがね。

スミス　ご冗談でしょう。私の日本語などはまだものになっておりません。しかし前よりは少し上達したと思います。ただ困ることは日本語には実姉と実子とか、私立と市立とかのように発音が同じで意味の違った言葉が多いのと、単語の発音の似ているのが多いことですよ。
　　　　 　　　 　　　
鈴木　　そうでしょうね。われわれでもずいぶん困るんですから。

スミス　それについてはずいぶんこっけいな失敗談がありますよ。電車の中で、「下ろしてください」と言おうとして、「殺してください」と言ってしまって恥をかきました。

鈴木　　どうせ外国語で間違うのは当たり前ですから、「習うより慣れよ」というつもりで練習するんですね。
　　　　
スミス　お互いにそのつもりで練習しましょうね。
（全文使用MS Mincho字体）

